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三田社会学 第2号(1997)

奥 井 都 市 論 の 形 成 と構 成

                                 藤 田 弘 夫

1奥 井都市論の位置

 日本の都市の社会学研究の源流のひ とつ は、1920年 代のシカゴ大学での研究にあるとい

われている。何を もって都市の社会学的研究 とす るのかは別に して、シカゴ学派の都市 研

究は、今 日なお社会学者たちの間で折 りに触れて言及 されている。

 シカゴ学派の都市研究の誕 生を告 げたのが、1915年 のR.E.パ ークの 「都市 一都市的環 境

における人間行動の研究のための若干の示唆 一」の発表である。1921年 には、グ リーン ・

バイブル といわれたREパ ークとE.W.バ ージェスの 『社会学なる科学への序説』が出版 さ

れる。こ うしたなか で、N.ア ンダー ソンの 『ホボ 』(1923)、 L.ワ ースの 『ゲ ッ トー』

(1928)、H.W.ゾ ーボーの 『ゴール ド ・コース トとスラム』(1929)、 H.J.ロ ックとE.H.サ ザ
ーラン ドの 『ホームレス ・メン』(1936)な どの研究が発表 されてい る。シカゴ学派の都市

研究のひ とつの理論的到達点 といわれ るワースの 「生活様式 としてのアーバニズム」が発

表 されたのが1938年 である。 しか しシカゴ学 派の都市研究 とほぼ同時代か ら、都市研究 を

進めていた奥井の研究に言及する研究者は少ない。

 この間、 日本では奥井復太郎が黙々 と研究 を続 けていた。奥井が本格的に都市研究を開

始 したのが、1920年 ごろである。奥井はイギ リスと ドイツの研究を中心に都市研究を進 め

ている。かれがシカゴ学派の都市研究を知 るのは1927年 以降であ り、東京での地域調査 が

本格化す るのが1935年 ごろである。そ して、1940年 に名著 『現代大都市論』を完成する。

こ う考えると、奥井が都市研究を進めていたのは、シカゴ学派が都市研究を進めていたの

とほぼ同時代だ とい うことになる。

 奥井が ヨーロッパ とア メリカの研究を巧み に咀噌 しなが ら、日本の現実に即 して、都 市

研究をまとめたことの意味は大きい。 ここでは都市の多様な社会現象が、ことごとくひ と

つの体系のもとに位置づけ られている。

 ヨーロッパの研究者の都市への関心は、歴 史的、哲学的側面に集中していた。 このため

都市について体系的にまとめた研究はなか った。 また、 シカゴの研究者たちは、奥井 よ り

も一足先に都市研究を出発 させていた。かれ らは、都市の社会学的研究 の草分けで あっ

た。 しか しかれ らの関心は、ほぼ シカゴの こ とだけに限られていた。シカゴ学派の都市研

究は、一時 ヨーロッパでも注 目を集めた。 しか しシカゴの都市研究に関心を抱いたのは、

W.ゾ ンバル トな ど一部の学者に とどまった。 しか もそれ は、 ご く一部の ことに関 してだ

けであった。その後、シカゴの学者たちの研究は、個別の調査研究に拡散 していった。 シ

カゴ学派で体系的な都市論をまとめた人はいない。

 今、 『現代大都市論』を読む と、活字 も表現 も古いことがわかる。本書の最後に付録 と

38



特集II:奥井復太郎の都市論

してっいている東京を中心とす る等時間距離交通図を見ると、いかに現在の東京 と違 うの

かがわかる。その図はむ しろ社会史的な興味 を掻 き立てる。 しか しこの書は、恐ろ しいほ

どの現代性を もっている。

 奥井の都市研究は 「思想」 「理論」 「調査 」の三者が見事なまでに体系化されている。

現代大都市論は高い完成度 を示す欧米にも類のない画期的な都市研究 となっている。 しか

もかれはこれを、独力でな し遂げたのである。この点で、かれの研究は、ほぼ同時代に進

め られたシカゴ学派の都市研究をはるかに凌駕 している。 この時期に、都市研究が ここま

で到達 していたことに驚 くばか りである。現在の都市研究の方法は、基本的には出つ く し

ている。では、奥井はどのよ うに都市研究に入 っていったのであろ うか。

2.社会思想か ら都市論へ

 奥井は晩年、若い時代を振 り返 って、不思 議だ と思われるか もしれないが、わた しの助

手時代の研究がジ ョン ・ラスキンの社会思想 であったと述べている。経験的調査に基づ く

都市研究を完成 させた奥井の研究の出発点が 、実は地域調査の研究 とはもっとも遠い社会

思想の研究にあったのである。

 奥井が研 究に入 ったのは、B.ラ ッセル、 W.ジ ェームス、 J.ラスキ ンなどの社会思想 か

らであった。 しか し大学が奥井に課 した研究は、都市経済論 と社会改良計画であ った。 奥

井は19世 紀初期の都市生活に関する研究に関心を抱いていた。 とはいえ、この二つの課 題

に対 して、かれはどのよ うに研究を進めるべきか、まった く暗中模索の感があった とい

う。 しか もこのテーマは、当時いわゆる勃興 する社会科学の潮流なかでは、いささか魅力

のないものだったとい う。

 まず、奥井は都市に対 して、産業革命の側 面か ら視点を当てる。かれの都市研究の最 初

の成果 となるのが、 「人口集中の現象に対す る経済学的説明」 と題す る論文であった。 さ

らにその翌年、かれは 「英国田園都市運動の発生」を発表す る。急激な産業化は美 しい 自

然や歴史的な景観 を破壊 し、醜悪な光景を作 り出 している。凄惨な生活が資本主義の発展

で、都市はい うにお よばず、農村にまで広が っている。 こ うした産業化の隆路を解決す る

ために起 こったのが、 田園都市運動である。現実の田園都 市の建設はE.ハ ワー ドによって

担われるが、この運動の思想的背景は、J.ラスキンやW.モ リス、さらにフランスのユー ト

ピアンであるFCフ ーリエにまで湖る。 さらに奥井は ロバー ト・オ ウエ ンや ウィ リアム ・

リーバ ーな どの田園での工場建設計画に言及 している。その一方で、かれは ラスキン関係

の一群の論文を続々 と発表 し、ラスキン研究 をまとめてい った。奥井の関心は、なお思 想

的なものにあったといえるだろ う。

 奥井は1924(大 正13)年 、大学か ら海外留 学を命ぜ られることになる。その際、かれ は

ドイツを留学先に選んでいる。 当時の ドイツは社会科学が興隆 し、 ドイツへの留学は若 い

学者のあこがれの的になっていた とい う。ラスキンに魅せ られ、イギ リスの都市研究を進
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めていた奥井があえて ドイ ツを留学先に選ん だことは、そ うした雰囲気に、新たな期待 を

込めていたのであろ う。

 奥井が2年 半にわたる ドイツでの滞在中に関心の的であ ったのは、アル ト・シュタッ ト

(歴史的形態 をもつ都市)で あった。中世都市への関心は当然、都市の歴史への関 心と

なって現れた。かれは都市の経済史や法制史に関す るおびただ しい文献を読みあさってい

る。かれは、1925年 に2カ 月ほどロン ドンに滞在 し、フランスにも足を伸ば している。

 帰国後、奥井は ドイツに関する研究を矢継 ぎ早に発表する。奥井は自分の専門ではな い

とわざわざ断 りなが らも、 ドイツでの前世紀 以来の都市の起源論争に踏み込んでいる。そ

こでは、G.Lマ ウラ ー、 HAベ ロー、 G.シ ュモ ラー、 W.ゾ ンバル トの学説を比較検討 し

なが ら、 ドイ ツ法制史論争に巧みに言及 してい る。そのなかで、 「ドイツ都市研究序論」

は、都 市が常に人口稠 密な集落 であ り、これ は時間的、空間的束縛を離れて都市の共通

の標識であるとする。かれは人口だけが都市 と非都市のすべてを区別するものではない と

しなが らも、都市が常に一時代、一社会における特に人口の稠密 した集落であると主張す

る。この論文は ドイツの都市に触れなが らも、都市の一 般論への志向性を強 く持ってい

る。かれはこの論文が序論であ って ドイツ都 市の歴史的発展の詳細なる記述は他の機会 に

待っ とした。 しか しなが ら、本論 はついに展 開 されなか った。その後、奥井は ドイツの都

市を正面か ら論 じることはなか った。 この点、かれの研究の もう一・つの課題であった社会

改良においては、 ドイ ツの 「社会政策論」研 究に一貫 して関心をもち続けたのと対照的で

ある。

 帰国後の奥井の興味は次第にアメ リカの社会学 一わけて もシカゴ学派の都市研究に向

か っていった。かれの都市への関心は、イギ リスの社会思想か ら、 ドイツの中世都市、 シ

カゴ学派へ と移 ってきた。奥井はA.ス モール、RE.パ ーク、 R.マ ッケンジーなどを研究す

る。 とくにかれは、中西部における開拓者夫婦か ら数十年にわたる都市発達史を描いたス

モ ールの 『社会学入門』の第一章 「社会成立 史」が、気にい っていたよ うである。奥井 は

こ うした理論研究 と平行 して、1930年 代にな ると東京を舞台に本格的な都市の実態調査 を

進める。 こ うしたなかで、 『現代大都市論』を構成するさまざまな調査が実施され る。

3現 代大都市論

 現代大都市論は、それまでの奥井の都市研 究の集大成である。研究をま とめるにあた っ

て各論文は修正 された り、新たな節が加え られた りしている。 しか し 『現代大都市論』は

既発表論文をベ ースに しているために、叙述 に多少の精粗がある。 また、 もとになった資

料 も調査が長期にお よんでいるため時期的に微妙なズ レが生 じている。それにもかかわ ら

ず、 『現代大都市論』の最大の特長は、この書が大都市論であると同時に体系的な都市研

究の 「原理書」 ともなっていることである。では、現代大都市論をひ もといてみ よう。

 われわれには、 日常的知識 としてわかっていると思 っていることで も、いざ学問的に考
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えるとなると、かえってわか らな くなる ものがある。奥井はその典型が、都市だ とい う。

さて、都市研 究の手がか りは、 どこに求めれば よいのだ ろうか。都市の成立には、経済

的、社会的過程が深 くかかわ ってい る。 このこ とか ら、かれ は都市問題 の大部分が経済

的、社会的な問題 として解けるはずだ とい う。

 ここか ら、奥井の都市哲学 ともい うべき都市の本質論が開陳 される。 この部分は奥井 の

都市論の中核 をなす とともに、 ドイツの学問的影響をもっとも色濃 くもっている部分で あ

る。社会生活が行われる と、その生活の各方面に関連 して、〈中心的機能 〉を担 う土地が

形成され、そこは他 の土地 とその形態や活動 を異にするよ うになる。 これが都市の成立す

るメカニズムなのだ とい う。都市は全社会の支配力の所在地であ り、 「支配関係の 中枢」

である。都市 とは社会生活の中心地、中枢なのである。

 この点を踏 まえて、都市の社会理論が提示 される。都市理論の章は、都市理論 ・都市社

会学 と題 されている。 このことは、奥井が都 市理論を、社会学の理論 として考えているこ

とを意味 している。 しか しこの章の最後の節 で、わざわ ざ経済学の理論 を検討す るなど、

かれの都市社会学は経済理論 と深 くかかわっている。 さらに、かれ はここで研究対象 とな

るのが、あ くまで資本主義社会の中枢を形成す る都市であるとして、研究の歴史的限定 を

行 う。

都市の理論的検討後、いよい よ都市の具体相に入ってい く。現 代の大都市の住民は、 ま

た市民であるより前に国民経済的、世界経済 的な存在である。 したが って、市民的な問題

といえども、国民経済を無視 しては語ることはできない。 この点に着 目して、かれ は都市

を 「外的」に規定す る政治的、経済的側面か ら研究をはじめる。かれは、まず、全体社会

との関連か ら都市を把握するのである。次の大都市の地域的構成の章では、今度は都市を

「内的」地域構成の側面か ら分析す る。奥井が東京の各地で実施 してきた地域調査が、 こ

こで明 らかに される。大都市の地域性、地域 生活 と人口構成、三田学生街の調査、都心地

区の形成 とビルディング街の発展などが、次々と取 り上げ られ る。

次の都市社会の特質を扱 った章は、 もっ とも社会学的な ところである。 ここでは、典型

的な都市人の気質やパーソナ リティとともに 、都会人が もつ反社会的性格が とりあげ られ

る。都市は生活共同体である。 しか し奥井のい う生活共同体 とは、法制的、行政的に組 織

され るものではな く、む しろその基底をなす社会関係に よって生み出され るものである。

異質な個人の集まりである都市では、反発、乖離、衝突、抗争などの現象が 日常的に発 生

している。それに もかかわ らず、人々は共同 の生活を営んでいる。奥井はそ こに 「市民 意

識」が生み出 される余地があるとい う。

 奥井都市論の大きな特色となっているのが、 「都市計画」の存在である。都市計画が社

会関係を無視 してはあ り得ない。このことは、都市計画がたんに物的な計画に留まるもの

ではな く、土地、人間、社会の三者関係か ら導き出されることを意味 している。では、都

市計画の意義は何にあるのか。かれはそれは市民に、美 ・利 ・健の三つを提供することで
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あるとい う。都市計画には、全体的都市計画 と部分的都市計画 との二種類がある。全体 的

都市計画は文字どお り都市全体にかかわる計 画であ り、地方計画や国土計画にっながる も

のである。 これに対 して、部分的都市計画は都市の一部を対象 とす るものである。全体的

都市計画は産業活動な ど都市の 「動」の部分 とかかわるのに対 して、部分的都市計画は住

民生活など都市の 「静」の部分 とかかわる。 たとえば、住宅地などでは、無用な者が侵入

するのを防 ぐ意味でも幹線道路を作るべきで はない。町はひとつの社会的雰 囲気 を生み 出

すためにも、ある程度は閉鎖的な方がいい。都市計画 とは、都市生活を正 しく規律、指導

する ものなのである。かれの都市計画 は、都市社会学研究の結論で もあった。

 かれは最後に、現代文明の典型 としての大都市を論 じる。都市や都市生活に対する批 判

は、いつの時代にも存在 した。農業 こそが国 の根本だ とい う考え方は、ギ リシアの昔か ら

ある。 しか しかれは世界 を支配す る国となったのは、農業国ではな く農 業を離れた国で ・

あったとして、現代文明において、都市の存在を不可欠なものだ とした。

 奥井はこのよ うに都市を、都市の哲学 ・思 想、都市の社会理論、都市の地域構造、都 市

の社会構造、都市人の心理や文化、都市計画 、都市文明の意義 と重層的に分析する。 『現

代大都市論』はイギ リスの学問か ら社会思想 を、 ドイ ツの学問か ら都市の哲学と歴史を、

アメ リカの学問か ら社会調査を導入 しなが ら、 これ らを巧みに構成するなかで生み出 され

た ものである。 と くにシカゴ学派の都市研究か らは、その理論 的核をなす 人間生 態学

(Human Ecology)が 抜き取 られ、代わ って経済の理論がそこに差 し込まれている。

 かれ にとって 『現代大都市論』は、それまでの研究のま とめである以上に、あらたな研

究の出発点 となっている。こ うした観点か ら、かれは戦 中 ・戦後に国土計画、過剰人 口、

国民組織、集合住宅、地域振興、 コミュニテ ィな どの問題に積極的に議論を展開する。 と

くに戦後は近代化の問題とともに、浜松、名古屋、北九州などの総合計画の立案に参画す

るなど、現実の都市行政に深 くかかわ ってい った。

4.戦後の奥井都市論 と都市社会学の発展

 奥井の議論は、その後の都市研究において 、さまざまなかたちをとりなが ら展開す る。

ここでは、後に社会学者によって議論され る ことになる幾多の問題の うち、二つに絞 って

取 り上げることとする。

 まず、第一は、都市の本質にかかわる問題 である。 『現代大都市論』において、奥井 は

都市を、全体社会の 「支配力の所在地」 とか 「支配関係の中枢」、また 「社会生活の中心

地」や 「中心的機能を担 う土地」 といった言葉 でいい表わ している。後 に、かれは、当

時、都市を 「中心機能の地域的結集」 とい う概念の もとにとらえることを考え出 し、この

点か ら都市研究を進めていた と語 っている。

 奥井は都市を、戦後間もな くく空間的交通 網における結節的機能 〉をもつ ところだ とす

る見解を発表す る。 この概念が、鈴木栄太郎 に引き継がれ く社会的交流の結節機関〉と し
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ての都市概念 となる。鈴木は奥井の空間的交通網における結 節的機能 と しての都市概念

を、社会的交流の結節機関 としてを継承する。

 しか しこの概念では、奥井が 『現代大都市論』において強調 していた都市の もつ 「支配

力の所在地」 とか 「支配関係の中枢」 とか といった性格が希薄にならざるを得なかった。

鈴木のこ うした思いが、矢崎武夫が都市の 「統合機関」説を発表 した際に、 この概念への

評価に もつながって くるのである。矢崎の統合機関は都市を、何よ りも権力や支配の関係

か らとらえよ うとす るものである。鈴木は矢崎の統合機関概念に接 して、 自分の結節機 関

を集散機関 と言い換 えた方がいいのかもしれ ないなどと、この概念の再検討を考えていた

ことが、かれの死後に発表 された 『国民社会学原理 ノー ト』か ら伺 える。

 次に、奥井 の地域住民 組織に関す る問題 として、 「町内会」の問題を とりあげてみ よ

う。かれは1938年 に 「町内会組織の現代的意義」を発表するなど、町内会組織に深い関心

を抱いていた。かれは町内会の近隣親和の機能 を評価す る一方、その組織化には大きな危

惧を抱いていた。町内会は戦時 中に戦争の協 力機構 として大きな役割をはたす。 このため

町内会の組織は、 占領軍によって禁止された。

 ところが、 日本の独立後、 占領軍による町 内会の禁止令が失効すると、戦争中の思い 出

か ら忌避 されていると思われてきた町内会 が復活 して くる。1953(昭 和28)年 の全国都市

問題会議は、 「市民組織の問題」を議題にあ げている。 ここで奥井は町内会の問題を論 じ

ている。かれ は、町内集団が都市生活で生み 出され るさまざまな不安、不便、不利を、安

全、厚寧、保護にかえるよ うに作 り出 した互助 組織だ とい う。つま り町 内集団が住 民に

とって、よくも悪 くも近隣互助 による生活確 保の 「社会型」 となっているのだ とい うので

ある。

 この概念が、近江哲男に継承され ることになる。近江は町内会が、わが国の国民の持つ

基本的な型のひ とつであ り、人々が集団を結 成 し維持 していく際の原理 をこの原型に求 め

るとして、町内会は 日本人の文化の型だ とい う。つま り近江は奥井が町内会を社会型だ と

した議論を拡大 し、町内会 「文化型論」を展 開する。 この文化型論は、その後多 くの学者

が活発に議論することになる。

 奥井復太郎が提起 した問題は、総合的な都 市研究方法の確立か ら欧米流の部分的都市計

画にいたるまで、実に多方面にお よんでいる。 しか しここでは、それ らのなかか ら 「都市

の概念」 と 「町内会」に関す る議論を紹介 してきた。都市の概念の問題は、都市社会学 の

みな らず、都市を研究 しよ うとする と常に浮かび上が って くる問題であ り続 けるであろ

う。また、町内会 をは じめ とす る地域集団は、行政学の問題であるのみならず、今なお都

市社会学研究のひ とつの焦点 とな っている。

 奥井は戦前に 『大都市論』を完成させた後 も、敗戦前後の極度 に悪化 した出版事情に も

かかわ らず、ガ リ版刷を してまで次々と研究 を発表 している。 しか もそれは、常に新 しい

論点を含む ものであった。奥井の都市研究は、シカゴ学派の都市研究が花開い ていた192
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0年 代から、1965(昭 和40)年 の死に至 るまで続 けられていた。 とくに 『現代大都市論』後、

敗戦を挟んで実に多産な研究成果をあげた。 奥井の都市研究は、あま りに も大きなもので

あった。

 先行研究は後発の研究者の道案内になるものである。 しか しあま りにも立派な成果は、

後発の研究者の足かせにな りかねない。大きな研究成果ほど、後発の研究者にとって、 そ

の咀囑は大きな負担になる。若い 日本の都市社会学者は奥井の研究を検討するより、直接

シカゴ学派の都市研究の検討に向か った。かれらにとっては、シカゴの研究の方が 「文化」

も 「時代」も異なるとはいえ、奥井の東京研 究よりもかえって身近に思えたのである。 奥

井の都市研究は、若い都市社会学者にとって 、必要以上に縁遠いものであった。それが何

に起因するのかは、知識社会学上の問題であろ う。
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